







その他のタイトル An Analysis of “kureru” within the Framework





堀 口 純 子   

























（4）子どもに数学を敢えてやった。   
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（5）父が数学を教えて⊥ね窒。  





















2．意志動詞・無意志動詞の定義から見た「グレル」   








る。   

































である。（20）のように，話し手がその行為をしない場合にも使われることはあ   
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るのである。   
また，意志動詞であっても主語が話し手以外の場合は，  
（23）これなら彼も食竺星＿皇。  


























（31）＊ぉれの立場も考えてくれと命じた。   
しかし，命令か依頼かというのは強さの違いであって，相手にある行為をす  
るように働きかけるという点では変わりない。したがって，「クレル」の命令  
















（37）直主，早く竺左空くれ。   
上にあげた例は主動詞が無意志動詞のものであるが，同様の用法は主動詞が  
意志動詞の場合も可能である。   
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（3即 息子よ，弱いおやじを竪ゝ≡くれ。  
（39）娘よ，早くいい人を見つけてくれ。   
このように補助動詞用法で願望を表すという用法は，同じ授受動詞でも「ヤ  




















上げる。   
本筋では，助詞や助動詞と結合してできるマイ形，テ形，疑問形，可能形に  
ついて考える。  
3．1マイ形   
吉川（1974）ほ，意志動詞と無意志動詞の区別が問題となることがらとして，  
誘いかける形と命令形の次にマイ形をあ帆意志動詞のマイ形は話し手の否定  
の意志または第三者についての否定の推量を表し 無意志動詞のマイ形ほ否定  
の推量しか表しえないと述べているS）。このことをもう少し詳しく見てみた   



























は，意志動詞で主体が第三者の場合（例（53）（55り と無意志動詞の場合（例  





がって，「クレマイ」が話し手の否定の意志を表さないということほ，直ちに   
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無意志動詞ということと結び付けるのではなく，「クレル」の主語に限定があ  
るという点から考えるべきであろう。  






















文末に可能な「クレテ」は（66）（67）のような中止法に限られ 意志動詞のよう  
な依頼の意味や，無意志動詞のような演技の依頼や願望の意味で使うことはで  





テ形は文末に使えない。これは無意志動詞の一部の動詞に見られる現象であ   
意志動詞と無意忠勤詞の意志に関する一考察  
る。  



























（74）一緒に行ってもらえるか。   
この節では疑問形について考えてきたが，否定疑問形も疑問形と同じように  
使うことができる場合がある。主体が聞き手の場合，「クレルカ」「モラエル  
カ」には依頼の意味と相手の意志を確かめる意味があるが，「クレナイカ」「モ   












（77）の空欄に「モラエルカ」は入るが，「モラエナイカ」は入らない。   





（80）＊雨が墜ね互。   
倦1）＊大きな音に登吐皇。  
意志動詞は（78）（79）のように可能の助動詞を付けて使えるが，無意志動詞は  











（71）二つあるなら，一つくれるか。   











4．補助動詞との結合   























（102）そんなに照ってもらっては困る。   

















上の組み合わせを表にすると次のようになる。   
補助動詞 壷†．l  ヤ  ル  ク  レ ル  モ ラ ウ   
ヤ  ・y  テ   ○   ○   （⊃   
ク   レ   テ   ヽ   〉く   ×   
モ  フ  ツ  フ‾   ○   ○   （⊃   
この表から明らかなように，「ヤル・クレル・モラウ」が補助動詞になる時，  
「ヤル」と「モラウ」は主動詞になれるが，「クレル」は主動詞になれない。  
「クレル」のこの現象は無意志動詞に見られる現象と共通している。   
以上見てきたように，補助動詞「ヤル・クレル・モラウ」は原則として無意  
志動詞および「クレル」を主動詞として取ることができない。  
4．2「ミル・ミセル・オク」との結合   
鈴木は「ミル・ミセル・オク」の補助動詞用法を「もくろみ動詞」と呼んで  
いるが，その前の主動詞としては意志動詞しか使えないと述べている7〉。この  
ことをもう少L詳しく見てみたい。   


























5．他の語との結合   




このことを少し詳しく見てみたい。   
次の例は意志動詞に「タメ（ニ）」が付いた例である。   
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（124）廃案に強い難色を示しているため，  野党側との歩み寄りは容易ではな  
い。（朝日62．4．23下線筆者）  


























る。   
意志動詞と無意志動詞の意志に関する一考察  
現在形に「タメ（ニ）」が付いた（132）（133）は目的を表し，過去形に「タメ  






























（沢村P．82下線筆者）   




うと無意志的であろうと「ニチガイナイ」を使うことができるという ことか  
ら，「クレル」は主体が常に話し手以外であるということが「クレル」と「ニ  
チガイナイ」の結合を可能にしているのであろうと考えられる。  
6， おわりに  
意志動詞・無意志動詞の区別によって説明できるとされている，または説明  
できると考えられる文法事項の中から10項目を取り上げ，意志動詞と無意志動  
詞と「クレル」に見られる現象を観察してきた。   
その結果，「クレル」に見られる現象が意志動詞または無意志動詞とどのよ  
うな場合に共通であるかということをまとめると，大きく次の3つに分けられ  
る。   
これによると，「クレル」に見られる文法現象で意志動詞と共通なのは3点，  
無意志動詞と共通なのは8点である。「クレル」は「人間の意志によって左右   
意志動詞と無意志動詞の意志に関する一考察  131  
することのできる動作」である。それにもかかわらず，意志動詞との共通点が  
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